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2023年度 第3四半期決算(4-12月）のポイント

Q3も自動車を中心に、売上高・営業利益が続伸（四半期ベースで過去最高）

通期業績見込みを上方修正し、+2円の増配を予定

✓ 強味である自動車分野が全社業績を牽引。生産台数の増加、売価改善も浸透し
 大幅な増益を達成。Q3累計EBITDAマージンは、15.0％まで改善。

✓ インドは、建築分野の競争激化が進む一方で、自動車・工業分野の売上拡大は続く。
     また原価低減努力を継続し、高い利益水準を維持。（セグメント利益：前年比+38％）

✓ 欧州の事業規模は、CWS新規連結によりQ3までに拡大したが、トルコのインフレ会計適用
     により、売上・セグメント利益は実態以上に大きく見えている。景気回復遅れや人件費などの
     コスト上昇もあり、本格的な収益性改善には時間を要する。

✓ 今後も引き続き資本効率の改善に努める。（低収益資産売却、CCC改善）
 一過性の利益を除いた配当性向は30％を維持し、+2円増配予定（下半期18円→20円）
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Weilburger社の取得について
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連結業績（対前年同期比較）

✓ 数量増、価格改善、生産性改善等によるコスト削減により
固定費の増加を吸収し各利益が大幅に増加。EBITDA
マージンは15％まで改善。

✓ 中国の持分法会社の増益が経常利益に貢献 

（湖南関西：非日系自動車メーカー向け事業が堅調）

✓ 低収益資産の売却による特別利益を計上
（政策保有株式とインド遊休土地（1件目）の売却益を計上
今後も政策保有株式や資産売却を継続する）

（億円、％）
（億円、％）

2022年

３Q累計

2023年

３Q累計
増減 増減率

売上高 3,830 4,223 393 10.3%

営業利益 242 414 172 71.3%

セグメント利益

（営業利益＋持分利益）
276 466 190 69.0%

経常利益 288 442 154 53.4%

EBITDA 422 635 213 50.3%

EBITDAﾏｰｼﾞﾝ 11.0% 15.0% +4.0pt -

当期純利益 168 539 372 221.3%
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連結貸借対照表に関する主な数値

✓ 好調な事業や資産効率の改善などにより得た資金で、成長投資や有利子負債を返済
✓ 上期に約661億円（発行済株式の約12.5％）の自己株式消却を実施し、発行済株式数に対する
自己株式数の割合は5.2％まで縮減

✓ CCCは前期末に債権流動化の取り組みなどを実施したことにより、前年同期比では11日改善、
前期比では棚卸資産回転日数の改善などにより0.7日改善

（億円、％）

3Q末 4Q末 3Q末 前年同期比 前期末比

6,373 6,720 6,833 460 114

現金及び預金 519 870 702 183 -168

売掛金等 1,299 1,068 1,290 -9 223

棚卸資産 1,085 1,056 1,068 -18 12

固定資産 3,318 3,521 3,461 143 -61

内のれん額 281 349 357 76 8

1,074 1,298 1,027 -47 -271

2,961 2,929 3,284 323 355

▲769 ▲ 800 ▲ 229 540 減 571 減

発行済株式総数に対する

自己株式の割合
14.8% 15.4% 5.2% -9.6% -10.2%

46.5 43.6 48.1 1.6pt 4.5pt

CCC（日）
(キャッシュ・コンバージョン・サイクル）

111 100 100 11日改善 0.7日改善

総資産額

自己資本比率（％）

​

有利子負債

自己資本

内自己株式

2022年度 増減2023年度



/ 7

地域別売上高の増減（対前年同期比較）

✓ 日本、インド、アジアは自動車分野の牽引で増収続く
✓ 欧州はCWSの新規連結（約92億円）があり増収

（億円）

+393

2022年
３Q累計

2023年
３Q累計

日本
インド

欧州

アジア アフリカ その他
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分野別売上高の増減（対前年同期比較）

✓ 自動車が牽引、工業はCWSの新規連結で92億円増加

（億円）

+393

自動車

工業
汎用 船舶

その他
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要因別売上高の増減（対前年同期比較）

＊１ 欧州の「価格変動・その他」について新規連結及びハイパーインフレーションの影響を排除すると
約11％になります。

＊２ 欧州の「増減」について、上記特殊要因を排除すると約８％になります。
＊３ 連結全体の「増減」について上記特殊要因を排除すると、約７％になります。

為替影響
数量

増減

価格変動・

その他
増減　％

日本 0% 3% 6% 9%

インド 2% 5% -1% 6%

欧州 -5% 2% 25% 22%

アジア 5% -4% 5% 6%

アフリカ 0% -3% 5% 2%

北米 10% 13% 10% 32%

連結 0% 3% 8% 10%

＊１ ＊２

＊3
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地域別業績（前年同期比較） 【日本】

1,132 1,230

セグメントサマリ(2022年3Q累計対比）

 数量増、原材料費の低減、および価格水準改善に
より、利益は倍増。今後、構造改革を強力に進め、
レジリエンスを高める

【分野別】

➢ 自動車
-自動車生産台数の回復の効果もあり、
大幅増収

➢ 工業
-数量微減も増収を確保

➢ 汎用
-昨年比数量減も増収。

（億円）
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地域別業績（前年同期比較） 【インド】

997 1,052

セグメントサマリ(2022年3Q累計対比）

 自動車、工業分野が力強く成長を続け、
    競争激化する建築分野でも微増収を確保。

【分野別】

➢ 自動車
-自動車生産好調続く
-収益性の改善が進み、数量増と相乗効果

➢ 工業
-インフラ、建機関連等の需要は引き続き強い
-商品ミックスの改善進み、収益性が向上

➢ 汎用
-リテール：競争環境の激化進行中
-プロジェクト：堅調

（億円）
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地域別業績（前年同期比較） 【欧州】

841 1,028

セグメントサマリ(2022年3Q累計対比）

 M&Aとハイパーインフレーションの特殊要因により、
大幅増収。利益も主にハイパーインフレーションの
特殊要因で大幅増益となるが、本質的な改善は
これから

【分野別】

➢ 自動車
-数量増、価格水準の改善により増収

➢ 工業
-CWS連結開始、PMIを遂行中
-Weilburgerの取得により、鉄道向け強化に加え

     新分野（ノンスティック）にも注力
➢ 汎用

-需要は弱いが増収を維持
    -トルコ持分法適用関連会社の事業堅調

（億円）
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地域別業績（前年同期比較） 【アジア】

504 534

セグメントサマリ(2022年3Q累計対比）

 東南アジアを中心に自動車生産台数が堅調に推移
し、値上げ効果が浸透。
厳しさを増す中国は、持分法適用関連会社が
ローカル向けで健闘しており、大幅増益に貢献

【分野別】

➢ 自動車
-自動車生産堅調
-価格水準の改善、一部原材料価格低減で増益

➢ 工業・汎用
-工業、建築は横ばい続くも、自補修が好調

（億円）
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地域別業績（前年同期比較） 【アフリカ】

310
305

セグメントサマリ(2022年３Q累計対比）

 アフリカ事業の継続決定。
成長に向けた事業計画をゼロベースで再策定する

 南アフリカは市場軟調続き数量減も値上げは継続

 東アフリカは需要は好調が続き、原材料費の
    コストダウン効果もあり増益

【分野別】

➢ 汎用
-南アフリカでロードマーキングや鉄道向けが堅調

  -商品ミックスは継続して改善

（億円）
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連結業績修正見込

・売上高は微増収ながら、好調な自動車分野の各地における
収益性の改善、持分法関連会社の増益によりセグメント利益等は
 前回修正見込みを更新する見込みとなったため、通期業績
 修正を再度行う。

・売上高及び各利益項目は、全て史上最高値の更新を見込む

（億円、％）

（億円、％）
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セグメント別業績修正見込（地域別）

⚫ 全エリアのセグメント利益において、前回修正見込み数値（11月）を上回る見込み
⚫ 日本はコストダウンが進み収益性が改善。セグメント利益率は11.8％へ
⚫ インドは引き続き自動車、工業が牽引し、競争激化の建築分野をカバーし増益進む。セグメント利益率が

10％を突破

（億円、％）

日本 1,670 1,700 +30 +11% 180 200 +20 +51% 11.8% +3.1pt

インド 1,380 1,380 0 +8% 135 140 +5 +27% 10.1% +1.5pt

欧州 1,280 1,300 +20 +16% 30 40 +10 +101% 3.1% +1.3pt

アジア 720 720 0 +6% 100 110 +10 +50% 15.3% +4.5pt

アフリカ 420 420 0 +0% 30 40 +10 +47% 9.5% +3.0pt

北米 80 80 0 +14% 25 30 +5 +118% 37.5% +18.0pt

合計 5,550 5,600 +50 +10% 500 560 +60 +48% 10.0% +2.6pt

前回見込

11月時点

売上高 セグメント利益

修正見込

2月時点
修正幅 前年度比

修正見込

2月時点
修正幅 前年度比

セグメント

利益率

修正見込前年度比
前回見込

11月時点
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【四半期セグメント利益の推移】～セグメント利益については、本年は３Qがピークとなる見込み～
⚫ 日本：ナフサ価格については、11月試算時点より低くなる見込み（72,000円）も、自動車生産台数の下落

（920万台→892万台）などを反映
⚫ インド：建築での競争激化、ナフサ価格の上昇などを反映
⚫ 欧州：季節要因により４Qの稼働日数の減少を見込む
⚫ アジア：建築分野の弱含みを反映
⚫ アフリカ：３Qから大きな変化はなく順調
⚫ 北米：３Ｑから大きな変化はなく順調

（億円、％）
セグメント利益業績修正見込（四半期別）

1Q 2Q 3Q 4Q見込 通期​見込

前年同期比 ​ 前年同期比 ​ 前年同期比 ​ 前年同期比 ​ 前年度比​

23 24 35 51 133 39 61 64 36 200
+68.4% +150.9% +83.7% -28.9% +50.5%

36 28 26 19 110 49 41 35 15 140
+33.7% +45.4% +34.6% -20.5% +27.4%

12 4 1 2 20 6 7 27 0 40
-54.5% +82.3% ー -79.1% +100.9%

22 10 22 20 73 32 24 32 22 110
+49.8% +142.6% +46.5% +8.8% +49.8%

5 6 10 6 27 7 8 13 11 40
+41.0% +34.6% +27.0% +102.2% +46.8%

2 3 4 5 14 4 8 10 8 30
+138.1% +154.1% +125.5% +79.7% +118.3%

100 76 100 102 378 136 150 180 94 560
+36.4% +96.7% +80.4% -8.6% +48.0%

​

セグメント利益

2022年度​ 2023年度​

通期​4Q

合計​

1Q 2Q 3Q

アフリカ ​

北米

日本​

インド​

欧州​

アジア ​
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株主還元および政策保有株

✓ 2023年については、好調な業績が続く中、2円増配を決定し、
年間配当は38円と前年からは8円の増配となる
（一過性の特別利益を除いて、配当性向：30％を目安）

✓ 安定的・継続的な利益配分を実行する

１．配当の状況（増配を決定）

２．自己株式の取得

３．政策保有株式

2023年 売却額

３Q売却累計額 360億円

2020年からの
売却累計額

504億円

2023年 残高／比率

2023年 ３Q末
166億円
4.2%

✓ “企業価値の極大化”が最大の株主還元であるが
「配当」・「自己株取得」の直接的還元も機動的に
実行する

期間 取得株数 割合（％） 取得額

2022年6-9月 約24百万株 約8.9％ 約500億円

2023年3-6月 約６百万株 約2.2％ 約120億円

約30百万株 約11.1％ 約620億円

＊割合（％）は自己株式消却前の発行済総数に対する割合

政策保有株式の残高および対連結純資産比率

2019年度 2020年度 2021年度 2022年度
2023年度

（計画）

年間配当 30 30 30 30 38

✓ 第３Q期間も売却を実施
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ご清聴ありがとうございました

この資料に記載されている業績予想は、現時点で入手された情報に基づき判断した予想であり、

潜在的なリスクや不確実な要素が含まれているため、実際の業績が予想数値と異なる可能性があります。
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2023年度

第3四半期 決算参考資料
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連結業績推移
（億円、％）

参考資料
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地域セグメント別売上高推移
（億円、％）

参考資料
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地域セグメント別 セグメント利益推移

（億円、％）

参考資料
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セグメント別持分法投資損益

（億円）

参考資料
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貸借対照表（B/S)に関する主な数値

（億円 ％）

参考資料
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国産ナフサ価格（当社推定）

（円/KL）

（万台）

国内自動車生産台数

参考資料
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自動車生産台数推移

日本及びインド：１Q（4-6月), 2Q（7-9月), ３Q(10-12月), ４Q（1-3月）
その他： １Q  (1-3月),  2Q（4-6月), ３Q(７-9月),   ４Q(10-12月）

出所 日本自動車工業会、マークラインズ、日本の2023年度３Qは当社推定

（万台）

参考資料
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為替換算レート
(円／現地通貨）

参考資料



この資料に記載されている業績予想は、現時点で入手された情報に基づき判断した予想であり、

潜在的なリスクや不確実な要素が含まれているため、実際の業績が予想数値と異なる可能性があります。
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